
血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
進
化
再
演
説
」
の
謎
明

富

田

朋

介

　
「
ヘ
ッ
ケ
ル
」
の
所
謂
「
個
盟
漆
生
は
系
統
磯
生
を
繰
返
す
」
て
ふ
生
物
墨
壷
原
理
は
今
日
迄
種
、
の
臓
器
に
就
て
は
己
に
立
誰

せ
ら
れ
た
る
露
な
る
も
、
赤
血
球
を
用
ひ
て
之
が
面
明
を
画
し
た
る
者
あ
る
を
聞
か
す
、
偶
、
絵
等
同
人
は
一
面
鍍
銀
方
法
を
創
案

し
之
を
赤
血
球
に
鷹
蝕
し
た
る
虞
極
め
て
鮮
明
に
そ
の
微
細
構
造
を
知
る
事
を
得
た
り
。
於
薮
一
方
下
等
動
物
よ
り
高
等
動
物
に
至

る
各
階
級
の
赤
血
球
を
宗
族
幡
生
的
に
産
し
た
る
虚
、
動
物
か
下
等
な
れ
ば
な
る
程
そ
の
赤
血
球
は
複
雑
な
る
微
細
構
造
を
有
し
、

高
等
に
進
む
に
つ
れ
て
簡
軍
化
さ
れ
絡
に
入
赤
血
球
の
如
き
無
核
無
構
造
の
も
の
に
な
る
事
を
知
れ
り
。
他
方
二
三
動
物
に
就
き
そ

の
個
禮
叢
生
的
に
載
せ
し
虎
、
胎
生
初
期
に
於
て
は
極
め
て
複
雑
な
る
微
細
構
造
を
有
し
、
そ
の
状
全
く
下
等
動
物
の
そ
れ
と
同
様

な
る
も
、
胎
齢
の
進
む
に
つ
れ
漸
次
簡
輩
化
せ
ら
れ
胎
生
末
期
に
至
れ
ば
殆
ん
ど
其
の
動
物
特
有
の
も
の
と
な
り
、
而
も
そ
の
経
過

中
の
微
細
構
造
は
各
階
級
の
動
物
の
そ
れ
と
全
く
符
節
を
合
す
る
が
如
く
に
し
て
極
め
て
明
瞭
に
進
化
再
演
を
顯
微
鏡
下
に
読
明
し

得
た
り
。
以
下
そ
の
大
略
を
記
述
し
大
方
諸
賢
の
御
参
考
に
供
せ
ん
と
す
る
。

　
1
　
實
験
方
法
　
諸
操
作
の
夢
鮎
を
摘
出
し
公
式
的
に
示
せ
ば
左
の
如
し
。

　
　
　
血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
進
化
颪
口
溜
…
誼
」
の
謹
明
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九



　
　
　
血
球
鍍
銀
法
に
依
み
「
進
化
再
演
説
」
の
誰
脇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

　
ゼ
殖
　
　
　
蚤

　
呼
嬢
澱
瀞
翻
決
茜
＾
鎌
癒
（
誕
岬
π
葺
謝
轡
欝
恥
か
）

　
C
。
”
O
ゴ
曇
9
b
鴫
蕩
（
団
、
ノ
　
一
W
①
昌
α
9
熱
）
“
∩
、
∩
G
。
O
鳶
画
浦
（
」
ノ
翼
舞
曝
）

　
轟
”
「
b
o
訳
口
鴇
費
。
ざ
昌
。
昌
十
b
o
駅
O
①
蚕
け
ぎ
Φ
」
簿
噌
8
0
0
π
溺
＾
浦
Φ
口
演
丑
簿
C
学
。

．
9
「
b
。
遺
》
α
q
裳
ρ
＋
b
。
状
轡
8
。
O
π
．
零
＾
鼻
ゆ
謡
。

　
9
「
P
H
状
瞬
き
諭
十
N
～
も
Q
σ
q
雰
躍
贈
熱
轡
諒
屋
π
、
∩
一
ゆ
謡
斎
、
丑
件
C
学
。

　
ざ
H
訳
「
〉
義
洗
」
箴
甲
∩
、
∩
U
ゆ
謡
諦
灘
。

　
c
・
曽
「
斗
刈
。
ド
園
ザ
、
寸
メ
」
斉
露
寓
↓
血
沸
欝
藏
↓
で
ぐ
マ
ヰ
ト
L
犀
聾
レ
蕎
黙
。

　
以
上
鍍
銀
法
の
特
徴
は
、
ω
使
用
「
ゲ
ラ
チ
ン
」
を
一
定
せ
る
事
。
回
所
謂
鍍
銀
液
及
還
元
液
の
使
用
順
序
を
蓮
用
す
る
事
、
並
に

㈲
温
溶
温
度
を
正
確
に
①
O
。
O
と
規
定
し
且
つ
其
の
蒔
間
を
夫
、
規
定
し
て
所
謂
鍍
銀
同
数
を
一
同
に
て
充
分
な
る
成
績
を
畢
げ
た

る
事
に
し
て
他
の
操
作
並
に
そ
の
原
理
は
直
れ
も
從
來
の
方
法
を
襲
用
せ
る
も
の
な
れ
ば
本
法
の
簡
軍
に
し
て
且
．
確
實
な
る
は
一
度

之
を
實
験
せ
る
も
の
』
推
漿
す
る
虞
な
り
。

　
E
　
脊
椎
動
物
血
球
規
準
鍍
銀
像
に
就
て

　
脊
椎
動
物
各
綱
に
於
て
得
た
る
威
績
を
簡
軍
紹
介
説
明
せ
ん
。

　
1
、
規
準
血
球
鍍
銀
像

　
規
準
鍍
銀
法
を
以
て
得
た
る
脊
椎
動
物
各
綱
の
血
球
の
規
準
鍍
銀
像
は
大
別
し
て
女
の
3
種
と
な
す
。

　
9
●
圏
藤
彊
縫
（
最
鵡
）
1
》
腿
u
＞
B
冒
ぼ
三
①
亭
↓
く
鳴
ロ
ω



　
び
．
緬
螢
瞳
（
墨
鵡
）
1
＜
腿
目
く
0
3
伽
q
o
ゲ
目
《
b
ρ
ω

　
o
・
轟
曄
盗
睡
（
墨
轟
）
一
目
魑
闘
寓
簿
日
§
撮
①
亭
目
団
冒
屋

　
A
型
と
は
そ
の
代
表
網
の
名
を
借
り
た
る
も
の
な
る
が
爾
棲
類
の
み
な
ら
ず
爬
虫
類
に
撃
て
も
等
し
く
駿
現
す
る
も
の
な
り
。
ロ
バ

爬
虫
類
に
於
て
は
面
擦
血
球
数
中
に
現
は
る
＼
数
は
比
較
的
少
き
も
魚
類
軽
羅
類
に
て
は
殆
ん
ど
出
て
の
血
球
に
見
ら
れ
、
所
謂

菊
毬
痔
Φ
津
。
昌
並
に
網
野
を
明
瞭
に
有
す
る
も
の
に
し
て
之
等
は
血
球
邊
縁
よ
り
起
り
宛
も
樹
枝
の
振
が
る
か
の
如
く
、
又
網
を
縫

ふ
が
如
く
中
心
に
向
っ
て
分
岐
錯
綜
し
線
の
太
き
も
の
細
き
も
の
構
造
の
細
な
み
も
の
密
な
る
も
の
中
途
に
て
図
れ
る
も
の
駆
馳
に

迄
達
せ
る
も
の
等
仔
細
に
題
覚
す
れ
ば
種
々
な
る
程
度
の
相
違
を
認
む
る
も
凡
て
菊
9
ユ
ロ
脅
。
岸
。
旨
及
び
網
工
を
現
は
す
を
共
通
の
特

徴
と
す
。
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
V
型
と
は
向
じ
く
そ
の
代
表
網
の
名
を
以
て
名
付
け
た
る
も
の
に
し
て
、
鳥
類
並
に
爬
虫
類
に
潤
て
始
め
て
現
は
る
』
型
な
り
。

魚
類
又
は
爾
棲
類
乃
至
哺
乳
類
等
に
は
全
然
之
を
見
す
ロ
ハ
鳥
類
に
於
て
最
も
多
く
出
現
す
る
を
以
て
斯
く
は
呼
び
た
る
な
り
。
そ
の

形
態
の
特
徴
は
A
型
の
如
き
閃
碧
曾
①
環
9
叉
は
網
工
を
螢
現
せ
す
只
核
の
爾
極
部
よ
り
髭
状
の
突
起
を
出
す
の
み
な
る
を
原
則
と

す
。
そ
の
突
起
の
先
端
は
宛
も
「
ワ
ラ
ビ
」
の
如
く
曲
り
、
多
く
は
中
途
に
て
亙
り
、
稀
に
細
胞
周
邊
に
迄
達
す
る
も
の
あ
り
。
又

そ
の
一
方
的
な
る
も
の
並
に
杢
く
之
を
訣
く
も
の
も
少
し
と
せ
す
、
因
に
こ
の
V
型
は
A
型
よ
り
漸
次
攣
化
し
來
れ
る
も
の
な
る
事

は
爾
型
の
移
行
型
と
も
見
倣
す
べ
き
型
の
あ
る
こ
と
に
て
推
察
せ
ら
る
。
而
し
て
こ
の
移
行
型
は
爬
虫
類
尊
卑
類
並
に
魚
類
に
於
て

も
共
に
屡
奪
出
現
す
る
に
拘
ら
す
鳥
類
に
於
て
は
全
然
之
を
見
ざ
る
も
の
な
り
。
そ
の
形
A
型
と
は
全
く
蓮
に
樹
枝
状
或
は
網
状
構

逡
が
核
よ
り
起
り
て
周
邊
に
向
っ
て
闇
れ
る
を
特
徴
と
す
。
故
に
之
を
遠
心
性
型
と
呼
び
た
る
に
捜
し
A
型
を
求
心
性
型
と
も
構
し

　
　
　
漁
皿
球
鍍
㎞
銀
法
に
依
る
「
翫
進
化
再
演
設
」
の
讃
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



　
　
　
血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
進
化
再
演
論
」
の
澄
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

得
V
型
は
即
ち
遠
心
性
型
の
極
端
に
箪
純
化
し
た
る
も
の
と
見
倣
し
得
る
も
の
な
り
。

　
M
型
は
前
二
者
と
は
甚
し
く
そ
の
趣
を
異
に
し
哺
乳
類
に
て
始
め
て
出
現
し
哺
乳
類
の
殆
ん
ど
全
部
を
占
め
そ
の
他
の
類
に
は
皆

無
な
る
も
の
な
り
。
そ
の
由
來
は
猫
不
明
な
る
も
そ
の
形
は
頗
る
奇
異
な
る
も
の
に
し
て
開
き
時
Φ
席
9
そ
の
他
の
構
造
は
一
切
な

く
全
面
ロ
ハ
一
様
に
黒
き
中
央
に
核
部
の
み
反
っ
て
白
く
不
染
の
ま
＼
淺
り
宛
も
爲
眞
の
噛
癖
又
は
影
絃
を
見
る
が
如
く
、
他
型
と
は

全
然
黒
白
相
反
す
る
も
の
な
り
。
時
に
や
や
色
淡
き
も
の
あ
り
て
内
部
は
細
き
穎
粒
を
以
て
充
さ
る
。
哺
乳
類
赤
血
球
は
言
ふ
迄
も

な
く
無
核
な
る
も
等
し
く
濃
淡
種
々
の
程
度
に
反
感
し
内
に
頼
粒
を
現
は
し
中
央
暗
色
薄
く
、
宛
も
染
ま
ら
ざ
る
核
の
如
き
観
を
呈

す
。
故
に
假
に
之
を
M
型
と
呼
び
哺
乳
類
を
以
て
代
表
せ
し
め
た
り
。
又
そ
の
特
異
な
る
形
よ
り
一
に
之
を
陰
性
型
と
も
帯
し
得
べ

し
。　

以
上
脊
椎
動
物
各
網
赤
血
球
に
出
現
す
る
規
準
鍍
銀
像
の
概
略
を
記
し
た
り
。
但
之
等
正
常
型
の
外
に
血
痂
種
の
特
殊
型
一
例
へ

ば
．
句
溝
鳥
o
b
あ
⊆
ぴ
ω
け
三
斜
ω
①
ξ
雪
窪
。
嘗
。
選
士
物
質
、
　
団
凶
冨
B
㊦
馨
歌
物
質
一
を
現
は
す
場
合
あ
れ
ど
も
之
は
一
般
に
通
常
且
猫
評

し
て
出
現
す
る
も
の
に
号
す
、
多
く
は
上
記
諸
型
（
特
に
A
型
）
と
混
合
し
て
現
は
る
も
の
に
し
て
從
っ
て
最
も
下
等
な
る
魚
類
又

は
群
棲
類
に
限
り
て
或
未
知
の
條
件
の
下
に
の
み
現
は
る
も
の
な
り
。
猴
血
球
の
大
さ
、
形
状
、
核
の
状
態
等
に
書
す
る
異
同
に
得

て
一
言
せ
ん
。
血
球
の
大
さ
は
同
類
中
に
て
も
種
に
よ
り
著
し
き
相
違
あ
る
も
の
な
る
か
概
し
て
下
等
動
物
誌
面
に
し
て
高
等
動
物

程
小
と
な
る
傾
向
あ
り
。
特
に
爾
棲
備
中
「
ヰ
モ
リ
」
の
類
は
互
大
に
し
て
他
の
一
般
魚
類
麗
麗
類
及
爬
虫
類
の
撒
倍
の
大
さ
を
有

す
。
又
鳥
類
は
そ
れ
等
に
比
し
数
等
小
、
哺
乳
類
に
至
っ
て
は
鳥
類
よ
り
更
に
小
な
り
。
そ
の
形
状
は
哺
乳
類
が
正
圓
形
な
る
外
は

皆
総
盤
に
階
馬
形
な
る
も
魚
類
は
一
般
に
他
に
比
し
て
著
し
く
圓
に
近
く
叉
爬
虫
類
中
備
類
の
み
は
罷
職
に
甚
だ
類
似
す
。
一
般
爾



棲
類
及
び
爬
虫
類
は
標
準
的
禰
圓
に
し
て
鳥
類
は
む
し
ろ
長
瀞
圓
形
な
り
。
但
爬
虫
類
中
に
は
鳥
類
に
非
常
に
似
た
る
形
の
も
の
あ

り
、
家
に
核
は
原
則
と
し
て
そ
の
形
状
は
血
球
形
に
一
致
し
常
に
そ
の
中
央
に
位
し
偏
位
叉
は
傾
斜
せ
す
、
核
膜
は
遡
れ
も
韓
紅
す
る

も
内
部
は
同
質
性
に
し
て
時
に
穎
拉
状
物
質
の
少
量
を
認
む
る
外
註
の
染
色
（
例
へ
ば
∩
郵
①
葺
ω
曽
）
に
於
け
る
が
如
く
そ
の
内
部
構

造
は
表
現
せ
す
、
そ
の
大
な
る
も
の
に
て
は
管
下
は
多
少
N
錠
自
聾
四
状
を
呈
す
。
魚
類
爾
棲
類
等
に
て
は
心
し
そ
の
核
の
周
邊
に

図
鶴
面
起
Φ
龍
①
旨
旨
物
質
を
件
へ
る
を
見
る
。
術
核
の
位
置
に
關
し
て
は
例
外
と
し
て
門
、
ヰ
モ
リ
L
「
サ
ン
シ
ョ
零
ウ
ヲ
」
等
そ
の
血
球

の
過
大
な
る
も
の
は
特
別
の
，
理
由
に
依
り
そ
の
著
し
く
偏
位
又
は
傾
斜
す
。

　
2
、
系
統
進
化
的
關
係

　
今
上
記
血
球
微
細
構
造
の
各
型
（
諺
・
＜
」
≦
●
）
及
び
血
球
そ
の
も
の
大
小
、
形
状
、
核
状
態
等
を
綜
合
し
て
考
へ
れ
ば
脊
椎
動
物

に
於
て
は
少
く
と
も

　
e
　
下
等
な
る
も
の
（
帥
ち
進
化
程
度
の
低
き
も
の
）
程
そ
の
獲
現
像
は
複
雑
多
様
に
し
て
喬
次
な
る
も
の
（
帥
ち
進
化
程
度
の

高
き
も
の
）
程
軍
純
無
雑
と
な
る
こ
と
。

　
口
　
血
球
の
大
に
し
て
且
圓
に
近
き
も
の
並
に
核
の
黒
く
し
て
周
邊
に
菊
鋤
昌
脅
①
開
①
づ
様
物
質
を
有
す
る
も
の
等
は
一
般
に
進
化

程
度
低
き
も
の
な
る
事
。

　
上
記
代
表
型
の
所
厨
並
に
螢
現
の
多
寡
を
示
せ
ば
次
の
如
し
。

　
　
　
論
　
慰
鱒
》
（
幸
）
魅
く
（
一
）
”
】
≦
（
一
）
　
醐
ウ
藤
腱
（
十
）

　
　
　
矧
ユ
職
旙
桝
”
》
（
幸
）
u
〈
（
i
）
”
］
≦
（
1
）
　
　
、
　
　
（
十
）

　
　
　
血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
W
進
化
再
演
弧
硯
」
の
讃
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



　
　
　
血
球
鉦
銀
法
に
依
び
「
…
進
化
轟
口
演
設
」
の
謹
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
［

　
　
　
潅
紐
楚
“
》
（
十
）
噂
く
（
十
）
”
］
≦
（
十
）
　
　
、
　
　
（
キ
）

　
　
　
．
飛
　
播
賞
諺
（
i
ン
＜
（
幸
）
匂
冨
（
1
）
　
　
、
　
　
（
一
）

　
　
　
毒
蟄
楚
り
》
（
1
）
》
＜
（
1
）
鳩
］
≦
（
牢
）
　
　
、
　
　
（
一
）

　
依
之
観
之
魚
類
爾
棲
類
爬
虫
類
の
3
者
は
A
型
に
そ
れ
が
V
型
に
移
行
型
た
る
遠
心
性
型
の
塘
減
に
依
っ
て
明
か
に
直
線
的
系
統

關
係
あ
る
こ
と
を
物
語
り
、
鳥
類
と
爬
虫
類
と
は
V
型
の
存
在
に
依
っ
て
互
に
一
脈
通
す
る
も
の
な
る
事
を
暗
示
す
。
但
し
鳥
類
と

哺
乳
類
と
は
何
等
直
接
關
係
を
示
す
も
の
な
し
。
ロ
バ
爬
虫
類
が
A
型
以
外
に
同
時
に
V
型
及
M
型
を
共
有
す
る
事
に
依
っ
て
鳥
類
並

に
哺
虫
類
が
爬
虫
類
を
介
し
て
寿
星
類
並
に
魚
類
と
も
血
縁
關
係
あ
る
事
は
論
明
し
得
ら
る
。
故
に
上
表
を
系
統
進
化
的
に
書
き
換

ふ
れ
ば
左
の
如
し
。

藷
罎
頗
議
晦
憶
塁
餐
蕪
雛
勘
幸
）

　　
@　@　@　

　
皿
　
個
髄
磯
生
的
實
験

　
、
薮
に
は
特
に
鶏
に
就
て
の
み
記
蓮
せ
ん
。



　
1
、
鶏
血
球
の
規
準
鍍
銀
像

　
家
鶏
血
球
の
規
準
鍍
銀
像
は
そ
の
威
鳥
に
て
は
他
の
鳥
類
と
等
し
く
、
覧
れ
も
前
記
V
型
を
磯
現
す
る
を
原
則
と
す
。
帥
ち
血
球

形
は
や
」
、
長
き
楕
圓
形
核
は
同
じ
く
長
楕
陣
形
に
て
周
面
は
多
少
N
戯
N
国
瞬
を
呈
し
常
に
中
央
に
あ
り
て
偏
位
又
は
傾
斜
せ
す
、
核

膜
は
良
毒
す
る
も
内
部
椿
町
は
不
明
原
形
質
部
は
血
球
小
な
る
埋
め
比
較
的
狭
く
色
は
淡
黄
、
網
工
特
は
国
節
酒
血
需
臨
①
旨
等
は
之
を

認
め
す
ロ
ハ
V
型
の
一
般
特
徴
た
る
「
ワ
ラ
ビ
」
駄
突
起
を
核
の
爾
端
又
は
一
端
よ
り
出
す
の
み
な
り
。
然
し
又
全
然
之
を
有
せ
ざ
る

も
の
も
相
台
数
あ
り
、
更
に
又
稀
に
分
岐
し
て
網
工
の
悌
を
偲
ば
し
む
る
も
の
も
あ
り
そ
の
外
特
乱
す
べ
き
構
造
な
し
。

　
2
、
實
験
成
績

　
以
下
の
成
績
は
前
述
の
規
準
鍍
銀
法
を
以
て
逐
日
即
ち
2
4
時
間
置
き
に
そ
の
鰐
化
に
至
る
迄
の
胎
見
に
就
き
て
得
た
る
結
果
な
り

家
　
鶏
に
あ
り
て
は
巳
に
四
十
八
時
間
に
て
血
球
を
生
す
べ
き
も
の
な
る
も
鯨
等
の
方
法
に
て
は
採
血
困
難
な
る
を
以
て
本
實
験
は
購

卵
第
三
日
目
よ
り
行
ひ
た
り
、
今
そ
の
特
徴
並
に
要
理
を
摘
出
し
時
日
に
封
比
し
て
表
示
す
れ
ば
次
頁
の
第
一
表
の
如
し
。

　
之
に
依
っ
て
見
る
に
血
球
の
登
生
後
帯
日
淺
き
時
期
に
於
て
は
そ
の
形
状
並
に
大
晦
ニ
定
せ
す
混
沌
た
る
像
を
呈
す
る
も
、
時
日

の
経
遍
す
る
に
つ
れ
次
第
に
其
形
歌
を
整
へ
、
ま
つ
大
に
し
て
園
田
き
も
の
全
盛
を
極
め
漸
次
翠
嵐
且
小
形
の
も
の
に
入
換
っ
て
標

準
形
に
近
付
く
。
核
も
最
初
は
大
且
中
形
に
し
て
偏
位
並
に
多
染
性
を
呈
す
る
も
の
が
漸
次
小
昼
階
圓
と
な
り
絡
に
標
準
形
に
移
攣

す
。
又
そ
の
磯
現
像
た
る
網
工
並
に
閑
帥
紫
茸
①
罵
①
コ
は
先
づ
閏
巴
Φ
三
口
げ
ω
戸
↓
民
。
嘗
①
b
檬
物
質
等
特
殆
型
よ
り
始
ま
り
極
端
に

織
細
な
る
時
期
を
経
て
次
第
に
簡
箪
且
粗
と
な
り
途
に
全
く
浩
失
す
る
に
至
る
。
じ
d
冒
口
①
ロ
旨
①
欝
檬
物
質
も
同
様
な
り
。
此
の
事
實

は
脊
椎
動
物
各
綱
に
於
て
魚
類
よ
り
爾
棲
類
爬
虫
類
を
経
て
鳥
類
に
至
る
血
球
微
細
構
造
の
系
統
的
墾
遷
に
て
得
た
る
成
績
と
全
然

　
　
　
血
球
鋲
｛
銀
法
に
依
る
「
椎
7
化
再
演
説
」
の
謹
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五



第　　一　　表

謙 血球ノ駅態

3
－
4

I

l　Anisozytose，
1　一Poikil．oJzytos’e

Ipolychromasie著明
1甚シク大なる血球ナ引

核　ノ　状態

大機樹形

偏位並置傾尉著明

登現像ノ扶態

已
詑
し
㎝
黙

醍
n
e
e
n

血
・
m
d

　
　
　
n
B
F

恥
‘
明

ろ
明
質
署

α
著
物
二

N
二
様
特

5　　Anisozytose著明
1　｛大旦圓ナル血球大部分
6iヲ占ム
　F

大過圓形．偏位ヲ認ム
　

1ルモ著シヵラズ

Netz特二微細．著明

灘藻讃
7
1
8
－
Q
u

I

iAnisozytoseアリ
1大回圓ナルモノ
　

1奏踊　聯

：擁1訟
11

E1紛九

3
－
4
1
5
i
6

1
　
1
　
1
　
1

；Anisozytose尚存ス

「大形ノモ欲第二減ジ

小形ノモノハ漸次標準

形二接近ス

；1馨羅

9
0

　
　
ー

ユ
t
2
－
2

Anisozytoseナク

標準型ノミトナル

圓形ナルモ稚々小トナ

7レ

偏位已ニナシ

Netz年々粗トナル

B圭nnennetz様物質術

著明

圓且小

偏位ナシ

1．。，。谷碓，ナ，レ

圓折目ナルモ中二楕圓

ノモノヲ混ズ

偏位ナシ

1遠心性型多クナル
lBinnennetz様物質伺
i存ス

．．［

大形ノモノノ・Netz更
二二軍トナリ，小形ノ
モノト共二心ンド遠心
性型ヲ否ス
Binnennetz様物質殆
ンドナシ

稽々長キ楕層形

’偏位ナシ

1鼎。騨ナ紅・存

ス

長楕圓形EP標準型トナ

ル

綱領ナシ

血
球
鍍
銀
曲
抵
に
依
る
「
…
進
化
再
演
設
」
の
誰
明
〃

四
六



一
致
す
る
も
の
な
り
。
但
し
此
の
場
合
特
異
な
る
は
そ
の
鰐
化
数
理
前
賢
は
多
少
に
拘
ら
す
匿
坤
8
N
旨
。
ω
o
を
示
し
大
小
種
々
な

る
血
駄
が
同
時
に
存
在
す
る
事
及
び
特
に
初
期
に
湿
て
は
血
球
の
大
小
の
み
な
ら
す
、
そ
の
形
影
も
亦
亭
々
に
し
て
一
定
せ
ざ
る
事

に
し
て
之
は
系
統
的
槍
討
に
際
し
て
は
全
く
見
ざ
り
し
現
象
な
り
。
從
っ
て
此
際
五
号
素
生
全
過
程
を
通
じ
、
ど
の
時
代
が
系
統
的

に
如
何
な
る
時
代
に
一
致
す
る
か
、
そ
の
限
界
を
嚴
密
に
廣
駁
す
る
事
は
些
か
困
難
な
り
、
と
は
云
へ
そ
の
血
球
微
細
構
造
の
憂
化

を
仔
細
に
黙
槍
す
れ
ば
そ
の
畳
築
か
ら
各
時
代
に
理
髪
す
る
攣
化
の
頂
黙
と
も
歯
す
べ
き
時
代
を
看
取
す
る
事
を
得
る
な
り
。

　
今
鳥
類
固
有
の
規
準
型
を
く
　
と
し
、
そ
れ
と
同
等
の
大
さ
並
に
形
状
を
有
し
而
も
極
初
期
と
見
徹
す
べ
き
網
工
及
び
男
m
5
脅
巴
－

h
o
コ
を
現
は
す
も
の
を
く
凶
と
し
、
文
所
謂
A
型
に
填
て
そ
の
特
に
細
く
且
複
雑
な
る
も
の
を
》
h
。
と
し
、
比
較
的
簡
に
し
て
粗
な

る
も
の
を
》
戸
と
し
、
又
こ
の
V
及
A
爾
型
の
中
間
型
た
る
所
謂
遠
心
性
型
を
（
N
h
Y
と
し
、
且
そ
の
血
球
小
に
し
て
核
の
周
邊
に

じd

ｹ
昌
①
ロ
ロ
。
冒
様
物
質
を
著
明
に
現
は
す
も
の
を
（
N
ご
”
・
と
し
、
次
に
特
殊
型
の
申
閃
9
。
σ
窪
血
置
σ
。
・
紳
を
絆
ふ
も
の
を
「
・
目
『
o
寓
。
げ
。
旨

様
物
質
を
現
は
す
も
の
を
T
、
又
小
且
不
正
型
を
呈
し
多
少
共
多
染
性
を
現
は
す
所
謂
幼
若
型
を
J
に
で
表
は
し
各
時
日
に
封
比
し

て
之
を
表
示
す
れ
ば
次
の
第
二
表
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
　
　
口
　
　
懸

　
　
　
蕪
誉
臨
“
現
輝
　
　
　
　
　
　
騒
　
　
瓢
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
睡
　
　
　
　
〉
麟
　
　
　
N
｛
睡
　
　
　
　
葉
睡

　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ま
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
＜
　
　
＜
“
。
　
諺
H
》
卜
。
　
（
N
h
）
一
（
N
略
）
“
・

　
　
。
。
一
鼻
四
　
＼
　
＼
　
　
十
　
十
　
　
十
　
幸

一｛　
　
⑰
一
⑦
皿
＼
＼
　
キ
幸
　
幸
幸

血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
進
化
再
演
説
」
の
誰
明

；ヨ

一
四
七



血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
皿
遮
抑
化
颪
口
溜
…
論
」
の
誰
明

・
鐸
…
田
謡

　
く
　
岩
－
一
G
。
皿

轟
目
の
志
量

上
表
に
於
て
（
柵
）

幸＼＼＼＼
＼幸キ＋＼

＼H＋キキ

×xxxi
＼トト＋キ幸

＼＼トト＋牛

Nx　×　×．　X．．　H

××　×一　××

×××××

一
四
八

の
中
F
は
脊
椎
動
物
中
に
て
最
も
下
等
な
る
魚
類
並
に
爾
棲
類
の
有
尾
目
、

に
繭
棲
類
に
て
最
も
多
く
現
は
れ
、

の
特
に
細
且
著
明
の
も
の
は
同
じ
く
魚
類
並
に
爾
棲
類
に
於
て
磯
現
し
爬
虫
類
に
て
は
比
較
的
簡
粗
、

も
の
な
り
。
次
に
N
h
た
る
移
行
型
は
魚
類
爾
棲
類
よ
り
爬
虫
類
に
至
る
迄
存
在
し
特
に
最
後
の
も
の
に
於
て
多
く
見
る
も
の
な
り
。

故
に
上
表
並
に
第
一
表
を
以
て
考
ふ
る
に
三
一
六
日
（
1
）
の
像
は
郎
「
ち
魚
類
乃
至
爾
棲
類
猫
特
0
も
の
に
し
て
殊
に
団
簿
α
Φ
昌
ω
二
σ
ω
ρ

と
そ
の
核
の
偏
位
傾
斜
せ
る
事
潮
齢
に
は
絶
樹
に
見
ざ
る
庭
な
り
。
只
魚
類
乳
首
類
の
こ
者
の
時
期
を
正
確
に
逼
体
す
る
事
は
こ
の

場
合
不
可
能
な
り
。
次
に
七
i
九
日
（
皿
）
の
像
に
て
は
特
殊
型
は
全
然
消
失
し
圭
と
し
て
》
一
及
び
（
N
h
y
（
N
陥
）
b
。
を
以
て
代
表
せ

ら
る
を
以
て
先
づ
爬
虫
類
の
特
徴
に
一
致
す
る
も
の
と
見
倣
し
て
可
な
」
り
。
但
し
先
に
爬
虫
類
並
に
哺
乳
類
に
て
猫
特
と
し
て
墨
げ

た
る
所
謂
「
陰
性
型
」
に
相
當
す
る
も
の
は
此
の
場
合
一
も
之
を
見
ざ
る
は
如
何
な
る
理
由
に
依
る
も
の
な
り
や
は
猫
不
明
な
り
、

或
は
か
＼
る
時
期
を
省
略
せ
る
も
の
に
は
配
す
や
と
も
考
へ
ら
る
。
又
或
は
此
の
型
は
成
熟
せ
る
爬
虫
類
に
限
り
現
は
る
』
も
の
レ

の
磯
現
像
を
有
す
る
時
期
が
系
統
的
に
も
各
時
期
の
頂
黙
と
見
倣
し
て
可
な
る
も
の
と
認
む
。
即
ち
特
殊
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
へ
ば
「
ヰ
モ
リ
」
等
に
限
り
て
現
は
れ
T
は
魚
類
並

　
　
　
　
　
稀
に
爬
虫
類
に
て
も
見
ら
れ
る
も
の
な
り
。
叉
新
に
規
定
し
た
る
》
b
。
即
ち
網
工
菊
聾
酔
鉱
h
①
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
類
に
て
は
轟
然
訣
如
せ
る



も
考
へ
ら
る
。
更
に
十
－
十
二
日
（
皿
）
の
成
績
を
見
る
に
A
型
は
次
第
に
そ
の
数
を
減
じ
（
N
剛
）
並
に
新
に
規
定
し
た
る
く
に
の
現

は
る
㌧
事
よ
り
見
て
此
の
時
期
は
猜
爬
虫
類
に
準
ず
べ
き
時
代
と
見
る
を
至
當
な
り
と
認
む
。
然
る
に
十
三
－
十
六
日
（
N
）
に
至
り

て
は
（
N
｛
）
並
に
A
型
は
釜
々
減
少
し
殆
ん
ど
く
ド
の
み
を
以
て
代
表
せ
ら
る
観
あ
る
も
く
に
そ
の
も
の
は
猫
A
の
悌
を
存
し
且
》
　

も
未
だ
影
を
潜
め
ざ
る
を
以
て
純
粋
の
鳥
類
の
型
と
は
猫
多
少
の
隔
あ
り
。
此
の
時
期
は
寧
ろ
漸
く
爬
虫
類
の
殼
を
脆
し
て
將
に
鳥

類
の
眞
面
目
に
轄
位
せ
ん
と
す
る
過
渡
時
代
と
癬
し
て
可
な
る
べ
し
。
次
に
十
七
一
十
九
日
に
（
V
）
於
て
は
A
及
び
N
隔
は
殆
ん
ど

或
は
全
く
出
現
せ
す
全
血
球
は
く
魯
。
を
以
て
代
表
せ
ら
る
＼
を
以
て
最
早
爬
虫
類
の
土
壌
を
完
杢
に
解
脱
し
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
く

且
猫
虚
心
を
有
す
る
を
以
て
之
を
準
鳥
類
の
時
代
と
見
倣
す
を
得
べ
く
將
に
一
歩
に
し
て
完
成
の
域
に
達
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。

果
せ
る
哉
十
九
一
二
十
一
，
日
（
W
）
に
至
り
て
は
始
め
て
露
場
ち
規
準
鳥
類
の
像
と
全
然
同
様
と
な
る
。
師
ち
こ
の
時
代
は
純
鳥
類

の
時
代
に
し
て
叉
完
成
期
と
も
構
す
べ
し
。
今
こ
の
關
係
を
式
示
す
れ
ば
左
の
如
し
。

　
　
　
図
（
G
Q
～
〇
四
）
：
：
塗
濫
旨
答
到
晶
職
盗
酪

蒙
　
留
蟻
す
一
癖
－

　　

@
薫
目
艶
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以
上
の
域
績
が
果
し
て
型
態
寒
生
學
の
示
す
各
時
期
と
如
何
な
る
予
期
に
あ
り
ゃ
、
留
守
に
一
致
す
る
も
の
な
り
や
否
や
は
暫
く
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措
き
第
一
期
た
る
魚
類
地
黒
類
に
相
書
す
る
時
代
の
比
較
的
短
き
に
反
し
爬
虫
類
に
相
書
す
る
時
期
の
比
較
的
長
き
は
故
あ
り
、
帥

ち
買
繋
が
そ
の
系
統
螢
生
を
繰
り
返
す
場
合
そ
の
遠
き
狙
先
の
時
代
程
速
か
に
且
蒼
黒
に
再
演
し
近
き
阻
先
の
時
代
程
比
較
的
長
く

薫
習
に
繰
り
返
す
も
の
な
れ
ば
な
り
。
上
の
結
果
は
即
ち
こ
の
法
則
を
裏
書
き
す
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。
滋
賀
時
期
殊
に

皿
、
V
、
W
等
に
於
て
は
前
述
せ
る
如
く
そ
の
明
確
な
る
境
界
を
定
む
る
事
は
困
難
に
し
て
各
個
盟
の
磯
生
生
育
の
逞
速
に
も
依
る

べ
く
】
般
に
は
決
定
し
得
ざ
る
も
の
な
る
を
以
て
大
饗
の
標
準
を
語
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
る
は
止
む
を
得
ざ
る
次
第
な
り
。

　
以
上
の
個
禮
配
管
的
攣
化
を
系
統
的
に
得
た
る
結
果
と
封
比
す
る
時
は
全
然
相
一
浪
，
せ
る
を
見
る
。
換
言
す
れ
ぼ
鳥
類
は
そ
の
個

盤
磯
生
の
維
翠
雲
に
於
て
そ
の
血
球
微
細
構
造
上
そ
の
組
先
た
る
魚
類
爾
棲
類
爬
虫
類
等
に
一
致
す
る
各
時
期
を
磯
現
す
る
も
の
な

り
。
依
之
所
謂
国
国
Φ
o
犀
。
一
の
匹
。
ひ
亀
①
昌
Φ
鉱
零
げ
①
o
ゆ
Ω
凄
ロ
阜
O
o
ロ
。
①
言
を
血
球
微
細
構
造
上
よ
り
讃
明
し
得
た
も
の
と
信
ず
る
者
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
九
年
二
月
）


